









































































群J （「八月六日 J ）になって来た。ほしいことや行為は人間的であるが、人間
ではない。日しかなくなった。
ああ、今は眼だけで炎えるじゃくじゃくと腐った肉かい

























































”And God said I ,etus make man in our imaQe_ after our 
lik姐盟主；＿andlet them have dominion over the fish of the sea, 
and over the fowl of the air and over the cattle and over 
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峠三吉『原爆詩集』
al the earth, and over every creeping thing that creepeth 
upon the earth. 
So God created man in his own image, in the image of God 
created he him; male and female created he them. 
And God saw every thing that he had made, and, behold, it was 
very good. And the evening and the momin竺 werethe sixth d町．”
しかし、他の六日、つまり 1 9 4 5 年八月六日、原子爆弾は広島に落とされた。
峠の意見は「炎」と言う詩にある。

































しかし、この人て．の太陽は慈善心はなくて、 「呪いの太陽J （「呼びかけJ ) 
である。ウラニュームU2 3 5 号で、人間は自然と勢力争いをしたが、結果は、
人間が作った物が自然より強いこととなった。最後に、峠は真実を認識できる。
この大変な真実はものすごく簡単である。

























































Under the brown fog of a winter dawn, 
A crowd flowed over London Bridge, so many, 
I had not thought death had undone so many. 
Sighs, short and in合equent,were e対ta.led,
And each man fixed his eyes before his feet. ”('The Waste Land', I) 
もし「The brown fog of a winter dawnJ を「Theblue sky of a summer morn」に、










































































































































































































































































































































































































































「声のない叫びJ は、 「八月六日 j の「圧しつぶされた暗閣の底で 五万
の悲鳴は絶えj を思い出させる。そして、皮肉に、パンフレットは「生きもの
のよう J であるが、原爆後の広島市民、つまり「景観J の「生きている原子族
人間ならぬ人間」、は生き物のようではない。このパンフレットは原爆の被害
者みたいのであるが、人間が落ちた時に暴力のせいであった。ビラが落ちるのは、






























































































































































































































































た。その上、広島の原爆の投下は 1 9 4 5 年 8 月 6 日であるけど、爆発は一秒で
はなくて、数年に渡った。 1 9 4 5 の次の数年も、原子爆弾の余波が強かった。
次に、本を読むと、 I峠が被爆者である事は疑いなくなる。原爆を直接体験しなか
った人は『原爆詩集』のような描写を決して書けない。峠の詩が作り話ではない
ととも疑いない。
しかし、 『原爆詩集』は最後に未来に向う。今日の広島という都市もそうであ
る。広島は過去、つまり原爆の歴史、を尊敬するのですが、その過去から進んだ。
峠が今日の広島を述べた広島と比べたら面白いと思っている。峠が広島を自慢す
べきだと私は思う。
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